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町
保
育
研
究
会
講
演
会
が
四
月
十

八
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
町
内
保
育
園

の
保
育
士
ら
約
百
四
十
人
が
、
今
後

の
保
育
活
動
に
役
立
て
よ
う
と
、
科

学
の
不
思
議
や
楽
し
さ
を
体
験
、
学

習
し
ま
し
た
。

｢

子
ど
も
た
ち
の
科
学
遊
び｣

と

題
し
て
行
わ
れ
た
講
演
会
の
講
師
を

務
め
た
の
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
�
ミ

ス
タ
ー
マ
サ
ッ
ク
�
と
し
て
お
な
じ

み
の
工
藤
貴
正
さ
ん
で
、
て
こ
の
原

理
を
応
用
し
た
ス
プ
ー
ン
曲
げ
や
、

電
気
回
路
の
特
性
を
生
か
し
た
点
灯

ク
イ
ズ
な
ど
、
身
近
な
も
の
を
用
い
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て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
め

る
科
学
実
験
や
マ
ジ
ッ
ク
を
次
々
に

紹
介
。
種
明
か
し
で
は
、
笑
い
を
織

り
交
ぜ
た
ト
ー
ク
で
参
加
者
を
大
い

に
沸
か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
逆
さ
に
し
た
紙
コ
ッ
プ
の

上
に
丸
め
た
モ
ー
ル
を
乗
せ
、
声
の

振
動
で
回
転
さ
せ
る
実
験
で
は
、
高

い
声
の
方
が
よ
り
振
動
が
大
き
い
と

い
う
ヒ
ン
ト
を
聞
い
た
参
加
者
が
、

裏
声
で

｢

ア
〜｣

と
大
合
唱
。
う
ま

く
モ
ー
ル
が
回
る
と
、
子
ど
も
の
よ

う
に
大
喜
び
す
る
な
ど
、
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

小
川
原
湖
公
園
の
清
掃
奉
仕
活
動

が
四
月
二
十
六
日
、
町
観
光
協
会
、

小
川
原
湖
釣
り
友
の
会
、
上
北
町
商

工
会
な
ど
、
約
八
十
人
の
町
民
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
春
か
ら
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
観
光
客
に
き
れ
い
な
小
川

原
湖
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
行
っ

た
も
の
で
、
開
会
式
で
は
斗
賀
町
長

が

｢

観
光
客
に
快
く
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す｣

と
激
励
し
ま
し
た
。

続
い
て
参
加
者
は
、
公
園
内
の
遊

歩
道
な
ど
を
約
一
時
間
か
け
て
歩
き
、

約
三
百
㌔
分
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
ま

し
た
。
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町
立
図
書
館
で
は
春
の
読
書
週
間

に
ち
な
ん
で
、
五
月
七
日
か
ら
二
十

七
日
ま
で
、
町
内
九
つ
の
保
育
園
で

読
み
聞
か
せ
会
を
開
き
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
の
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

｢
野
の
花｣

(

須
川
チ
ヱ
代
表)

の
皆
さ
ん
で
、

五
月
十
三
日
に
実
施
し
た
千
曳
保
育

園
で
は
園
児
八
人
を
前
に

｢

い
た
だ

き
バ
ス｣

な
ど
の
四
話
を
、
大
型
絵

本
や
紙
芝
居
を
使
っ
て
読
み
聞
か
せ

ま
し
た
。

園
児
は
読
み
手
の
巧
み
な
語
り
口

に
誘
わ
れ
、
物
語
の
世
界
に
引
き
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

����������������		

������

����������������������������

水
喰
小
学
校

(

鈴
木
仁
校
長)

は

五
月
一
日
、
毎
年
恒
例
の
大
空
遠
足

を
行
い
、
参
加
し
た
全
校
児
童
五
十

九
人
が
野
田
頭
地
区
の
豊
か
な
自
然

を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
遠
足
は
、
野
田
頭
中
山
間
地

集
落
活
動
組
合(
野
田
頭
徳
美
代
表)

の
活
動
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

同
組
合
の
皆
さ
ん
ら
十
三
人
が
ガ
イ

ド
役
と
な
り
、
ア
イ
ガ
モ
の
池
や
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
湿
地
帯
な
ど
を
児
童

に
案
内
し
ま
し
た
。

児
童
は
、
小
川
に
生
息
し
て
い
る

ド
ジ
ョ
ウ
や
イ
モ
リ
な
ど
を
素
手
で

捕
ま
え
る
な
ど
し
て
自
然
に
触
れ
て

い
ま
し
た
。
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東
北
町
誕
生
記
念
第
四
回
町
長
旗

争
奪
中
学
校
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
、
五
月
九
日
、
十
日
の
二
日

間
行
わ
れ
、
参
加
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
六
チ
ー
ム
、
野
球
八
チ
ー
ム
の
選

手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
上
北
中
学
校
野
球

部
主
将
の
沼
澤
大
斗
選
手
が

｢

チ
ー

ム
の
仲
間
と
と
も
に
全
身
全
霊
を
か

け
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す｣

と
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

は
上
北
中
学
校
が
四
連
覇
、
野
球
で

は
東
北
中
学
校
が
二
連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。

な
お
、
上
位
の
結
果
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

①
上
北
中
②
東
北
東
中

【
野
球
】

①
東
北
中
②
東
北
東
中
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今
年
の
野
球
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け
を

告
げ
る
観
桜
旗
野
球
大
会
が
五
月
三

日
、
南
総
合
運
動
公
園
野
球
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
五
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
展

開
し
た
結
果
、
上
野
野
球
愛
好
会
が

み
ご
と
三
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
お
よ
び
個
人
賞
は
次

の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

①
上
野
野
球
愛
好
会
②
上
北
ソ
ル
マ
ッ

ク▽
最
高
殊
勲
選
手
賞－

蛯
名
貴
章

(

上
野)

▽
優
秀
選
手
賞－

蛯
名
雅

樹

(

上
野)

▽
敢
闘
賞－

甲
田
純

(

ソ
ル
マ
ッ
ク)
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中
部
上
北
観
桜
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
交
歓
大
会
が
四
月
二
十
九
日
、
ふ

れ
あ
い
ド
ー
ム
上
北
で
行
わ
れ
、
シ
ー

ズ
ン
開
幕
を
待
ち
わ
び
た
百
三
十
人

余
り
の
選
手
が
、
歓
声
と
快
音
を
響

か
せ
ま
し
た
。

大
会
は
小
川
原
湖
畔
で
行
わ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
前
日
ま
で
の
雨
に

よ
り
コ
ー
ス
が
ぬ
か
る
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
会
場
を
変
更
し
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
ふ
れ
あ
い
ド
ー

ム
内
と
そ
の
周
辺
に
設
定
さ
れ
た
二

十
四
ホ
ー
ル
で
、
今
季
初
め
て
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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桜
ま
つ
り
期
間
中
の
五
月
三
日
、

花
切
川
へ
ら
鮒
釣
り
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
、
遠
く
は
東
京
都
や
仙
台
市

か
ら
参
加
し
た
、
一
般
の
部
三
十
七

人
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
三
人
、
計
四
十

人
の
太
公
望
が
、
へ
ら
鮒
釣
り
の
メ
ッ

カ
花
切
川
で
自
慢
の
腕
前
を
競
い
ま

し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)
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①
町
屋
光
晟

(

十
和
田
市)

39
・
４
㌢

②
鶴
ケ
崎
整

(

巴
蘭)

38
・
５
㌢

③
北
向
義
信

(

お
い
ら
せ
町)32

・
１
㌢

�
�
�
�
�

�
�
�

①
成
田
春
雄

(

三
沢
市)５

・
３
㌔

②
大
屋
博
文

(

東
京
都)３

・
６
㌔

③
伴
野
高
虎

(

東
京
都)３

・
４
㌔

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

①
和
田
勇
輔

(

上
野)

０
・
６
㌔

②
蛯
名
智
朗

(

仙
台
市)０

・
２
㌔
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町
朝
野
球
リ
ー
グ
戦
開
幕
式
が
五

月
十
日
、
北
総
合
運
動
公
園
野
球
場

で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
三
百
人
余
り

の
選
手
が
健
闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
町
屋
重
實
町
野
球
協

会
長
が

｢

長
丁
場
に
な
る
の
で
、
け

が
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い｣
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
選
手
を
代
表
し
て

長
崎
石
油
チ
ー
ム
の
蛯
澤
幸
生
選
手

が

｢

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
精
神
で
戦
う
こ

と
を
誓
い
ま
す｣

と
選
手
宣
誓
を
し

ま
し
た
。

大
会
は
、
東
北
地
区
六
チ
ー
ム
、

上
北
地
区
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
六
チ
ー
ム
と

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
九
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ

り
、
七
月
下
旬
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。 ����������������		����

��

小
川
原
保
育
園(

田
高
正
子
園
長)

の
四
歳
以
上
の
園
児
十
三
人
は
五
月

八
日
、
同
園
向
か
い
に
あ
る
畑
で
ジ
ャ

ガ
イ
モ
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
食
べ
物
の
大
切
さ
や
農
業

の
大
変
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
小
川
原
小

学
校
の
一
、
二
年
生
十
九
人
を
招
待

し
て
行
い
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
長
靴
に
軍
手
姿
の

子
ど
も
た
ち
は
、
約
十
㌃
の
畑
に
メ
ー

ク
イ
ン
、
男
爵
、
き
た
あ
か
り
の
三

品
種
を
そ
れ
ぞ
れ
五
㌔
ず
つ

｢

お
い

し
く
大
き
く
な
あ
れ｣

と
元
気
よ
く

声
を
掛
け
な
が
ら
、
大
切
そ
う
に
植

え
て
い
ま
し
た
。

����������������������������������

��
��
��
��
��
��
��
��
		



��
��


��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

��
  
!!
""
##
$$
%%
&&
''
((
))

ス
イ
セ
ン
を
植
え
よ
う
会

(

東
浩

二
代
表)

は
五
月
十
日
、
み
ど
り
の

大
地
と
ロ
マ
ン
の
森
公
園
内
に
あ
る

町
営
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
で
、
ス

イ
セ
ン
の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

同
会
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
キ
メ

デ
ス
や
東
北
町
商
工
会
青
年
部
の
メ

ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
豊
か

な
景
観
づ
く
り
の
た
め
ス
キ
ー
場
を

ス
イ
セ
ン
で
埋
め
尽
く
そ
う
と
、
約

十
年
前
か
ら
植
栽
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
日
は
こ
れ
ま
で
植

え
て
き
た
ス
イ
セ
ン
が
一

面
に
咲
き
誇
る
中
、
同
会

の
メ
ン
バ
ー
と
町
民
有
志
、

約
三
十
人
の
参
加
者
が
、

急
な
斜
面
を
登
り
な
が
ら

く
わ
で
土
を
掘
り
起
こ
し
、

町
内
の
各
家
庭
な
ど
か
ら

提
供
さ
れ
た
四
千
株
以
上

の
ス
イ
セ
ン
を
、
一
株
ず

つ
丁
寧
に
植
え
て
い
き
ま

し
た
。

東
代
表
は
、
こ
の
日
の

作
業
に
よ
っ
て
六
割
ほ
ど

に
ス
イ
セ
ン
が
植
え
ら
れ

た
ゲ
レ
ン
デ
を
眺
め
な
が

ら

｢

五
年
後
ぐ
ら
い
ま
で

に
は
全
面
に
植
栽
し
、
ゲ

レ
ン
デ
を
ク
リ
ー
ム
色
で

埋
め
尽
く
し
た
い
で
す｣

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。
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小
川
原
湖
漁
協

(

濱
田
正
隆
組
合

長)

は
五
月
十
二
日
、
小
川
原
湖
へ

ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

同
漁
協
で
は
ウ
ナ
ギ
の
資
源
を
守

り
増
や
そ
う
と
、
昭
和
二
十
九
年
か

ら
毎
年
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
放
流
し
た
の
は
、
都
内
か

ら
空
輸
さ
れ
た
ば
か
り
の
体
長
二
十

㌢
余
り
の
稚
魚
約
二
千
五
百
匹
で
、

船
に
乗
っ
た
組
合
員
ら
が
、
ウ
ナ
ギ

の
成
長
に
適
し
て
い
る
と
い
う
湖
の

中
心
部
と
南
部
の
三
か
所
で
、
大
き

く
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
放

流
し
ま
し
た
。

放
流
し
た
ウ
ナ
ギ
は
、
一
、
二
年

で
五
十
㌢
ほ
ど
ま
で
成
長
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
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町
立
図
書
館
が

｢

子
ど
も
の
読
書

活
動
優
秀
実
践
図
書
館
・
団
体｣

に

選
ば
れ
、
四
月
二
十
三
日
に
都
内
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
文
部
科

学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
読
書
を
推
進
す
る
活
動
が

優
秀
と
認
め
ら
れ
る
学
校
や
図
書
館

な
ど
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
町
立
図

書
館
で
は
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
連
動
し
、
昨
年
度
か
ら
子
ど

も
の
読
書
活
動
推
進
の
た
め
町
内
全

小
学
校
に
学
校
司
書
補
を
派
遣
。
利

用
し
や
す
い
学
校
図
書
館
へ
の
環
境

改
善
や
、
児
童
の
学
習
に
必
要
な
図

書
お
よ
び
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
乳
児
健
診
で
赤
ち
ゃ
ん
に

絵
本
を
手
渡
す｢

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト｣

の
ほ
か
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
保

育
園
で
の
読
み
聞
か
せ
を
並
行
し
て

行
う
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
読
書
の

楽
し
み
を
伝
え
て
き
た
成
果
と
実
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
に
参
加
し
た
新
山
賢
一
町

図
書
館
長
と
、
学
校
司
書
お
よ
び
司

書
補
の
皆
さ
ん
は
五
月
十
一
日
、
役

場
本
庁
舎
を
訪
れ｢

受
賞
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す｣

と
抱
負
を
述
べ
て
、

斗
賀
町
長
に
賞
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
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町
特
産
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

(

蛯

沢
正
勝
委
員
長)
は
五
月
十
五
日
、

十
六
日
の
両
日
、
都
内
に
あ
る
現
代

青
森
料
理
と
ワ
イ
ン
の
お
店｢
ボ
ワ
・

ヴ
ェ
ー
ル｣

で
、
町
の
豊
か
な
食
材

を
使
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
の
食
材
の
販
売
活
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
県

人
会
や
旅
行
・
料
理
雑
誌
の
関
係
者

な
ど
、
両
日
と
も
約
四
十
人
の
参
加

者
に
、
ナ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ニ
ク
、
ワ

カ
サ
ギ
、
フ
ナ
な
ど
、
町
の
農
水
産

物
を
使
っ
た
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ

な
料
理
を
振
る
舞
い
、
町
の
特
産
物

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。 ������������������������������
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蛯
名
直
照
さ
ん

(

花
向
町)

は
四

月
二
十
七
日
、
町
教
育
委
員
会
学
務

課
を
訪
れ
、
自
ら
作
詞
、
作
曲
し
、

小
谷
伸
子
さ
ん
が
歌
っ
た

｢

田
ん
ぼ

の
想
影｣

の
Ｃ
Ｄ
十
四
枚
を
寄
贈
し

ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ
は
町
内
の
全
小
・
中
学
校
へ

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
曲
は
、
東
北
町
の
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
た

作
品
で
、
蛯
名
さ
ん
は

｢

芸
術
や
文

化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

古
里
の
温
も
り
や
豊
か
な
実
り
を
感

じ
て
欲
し
い｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

当
町
の
新
町
地
区
出
身
で
青
森
市

在
住
の
、
え
び
な
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ

ク
蛯
名
国
彦
院
長
は
、
五
月
三
日
に

開
催
さ
れ
た
花
切
川
へ
ら
鮒
釣
り
全

国
大
会
に
参
加
し
た
際

｢

小
川
原
湖

や
花
切
川
の
環
境
保
護
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い｣

と
、
小
川
原
湖
釣
り
友

の
会

(
和
田
竹
千
代
会
長)

に
五
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
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上
北
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
の
会

(

工
藤

長
六
会
長)

は
五
月
十
三
日
、
古
紙

や
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
回
収
で
得
た
益

金
五
万
円
を
、
町
奨
学
基
金
に
寄
付

し
ま
し
た
。

同
会
は
、
平
成
三
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
た
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
上
北
地
区
の
参
加
者
が
会
員
と
な

り
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に

発
足
。
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
施
設
見

学
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

工
藤
会
長
は

｢

奨
学
基
金
の
利
用

者
が
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
有
効
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い｣

と
話
し
、
斗
賀
町
長
へ
寄
付
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。
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カ
ナ
リ
ヤ
保
育
園

(

吹
越
幸
子
園

長)
は
五
月
十
九
日
、
農
業
の
楽
し

さ
や
食
べ
物
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
昨
年
か
ら
コ
ン
ニ
ャ
ク

イ
モ
の
栽
培
に
着
手
し
て
い
る
蛯
名

勲
さ
ん(

上
野)

の
畑
で
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
イ
モ
の
植
え
付
け
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

植
え
付
け
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の

日
の
た
め
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
の
成

長
過
程
を
ビ
デ
オ
で
予
習
し
て
き
た

と
い
う
、
同
園
年
長
組
の
十
四
人
の

園
児
た
ち
で
、
先
生
か
ら
種
芋
を
受

け
取
っ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
畑
に
入

る
と
、
手
や
洋
服
を
真
っ
黒
に
し
な

が
ら
一
つ
ず
つ
植
え
付
け
、｢

大
き

く
な
あ
れ｣

と
声
を
掛
け

な
が
ら
、
丁
寧
に
土
を
か

ぶ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
日
植
え
た
種
芋
は
、

親
指
大
の
生
子

(

き
ご)

と
、
蛯
名
さ
ん
が
昨
年
秋

ま
で
に
収
穫
し
冬
期
間
乾

燥
、
貯
蔵
し
た
、
ピ
ン
ポ

ン
玉
ほ
ど
の
�
一
年
も
の
�

お
よ
び
野
球
ボ
ー
ル
ほ
ど

の
�
二
年
も
の
�
で
、
二

㌃
の
畑
に
百
五
十
㌔
分
植

え
付
け
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
十
月
の
収

穫
作
業
に
も
挑
戦
す
る
予

定
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

を
招
い
て
収
穫
祭
を
行
い
、

加
工
し
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
を

お
で
ん
に
入
れ
て
味
わ
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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▽飛まつ感染－感染した人の咳､ くしゃみ､ つばなどとともに放出されたウイルスを健康な
人が吸い込むことによる感染

▽接触感染－感染した人がくしゃみや咳で手を押さえた後や､ 鼻水を手でぬぐった後にほか
のもの (机､ ドアノブ､ スイッチなど) に触れ､ その付着したウイルスに健康
な人が触れた後に目､ 鼻､ 口に再び触れるこによる感染

�����������	�

▽咳や鼻水が出る ▽突然の高熱､ 全身のだるさ､ 頭痛､ 筋肉痛 など
��������������������

▽まず保健所の発熱相談窓口に連絡してください (医療機関には直接行かないでください)
【上十三保健所相談窓口 (�0176-23-1996)】

����������������� !���"�	�

▽必要のない外出は控える (特に人が集まる場所)
▽外から帰ったら､ うがい､ 手洗いを行う (手洗いはせっけんを使って最低15秒以上行い､
清潔なタオルやペーパータオルなどで水を十分にふき取る)
▽咳エチケット ・咳をする際は､ 周囲の人から１ｍ以上離れる

・マスクを着用する (ない場合はティッシュ等で口を覆い､ 顔をそらせる)
�#$!－県保健衛生課 (�017-734-9284)
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歯・口の働きには､ 食べ物をとる､ かみ砕く､
飲み込む､ 味わうなど､ 食事にかかわる働きの
ほか､ 唾液を出す､ 記憶力の手助け､ 話す､ 笑
う､ 表情を保つなど､ 生活や元気の源となる働
きもしています｡
奥歯を１本失うと…
かむ力は60％程度に､ 総入れ歯では25％にな
るといわれており､ いかに自分の歯が大切かと
いうことが分かります｡

	��
���� ���
歯周病の主な原因は､ 歯についた歯垢 (しこ
う) です｡ 歯垢の中のばい菌が歯周組織を刺激
して､ 炎症を引き起こします｡
あまり痛みがないまま進行することが多いの
で､ 気がついたときには手遅れになり､ 歯が何
本も抜けてしまったり､ 手術が必要となったり
することもある怖い病気です｡
��������	
��
���

□ 歯肉の色がピンクでなく赤い
□ 歯肉がはれている

□ 歯肉から出血する
□ 歯肉がむずがゆい
□ 歯肉からうみが出る
□ 朝､ 口の中がネバネバする
□ 口臭がある
□ 歯が長く見える
□ 硬い物がかみにくい
□ 歯がグラグラする
□ 食べ物が歯の間に挟まりやすい
１つでも当てはまるものがあれば､ 歯周病の
兆候があります｡

������
���
まずは､ 歯周病の原因となる歯垢を､ 日ごろ
のブラッシングで除去することが大切です｡
町で歯みがきの習慣がない方の割合は…

と､ 男性でやや多いようです｡ (町生活習慣問
診票より)
日ごろから関心を持ち､ 正しいブラッシング
を心がけましょう｡
そして入れ歯になっても､ 自然歯同様､ 口の
清潔や入れ歯の手入れが大事です｡
歯と口を大事にして､ 一生おいしく食べ物を
食べ､ 元気でいたいですね！
町では平成21年度から､ 歯周疾患検診を行う
予定です｡ 対象となった方は､ ぜひ受けるよう
にしましょう｡
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Ｂ型およびＣ型ウイルス性肝炎の治療をすすめるため､ ウイルスの除去を目的に行うインター
フェロン治療に要する医療費の一部を助成します｡

�������
○県内の医療保険の加入者とその被扶養者で､ 医師の診断書を基にした県の審査により認定
された方です｡
○他の法令により､ 国や地方公共団体の負担による医療給付を受けている方は対象外です｡
(例：原爆被爆者援護法､ 感染症法､ 障害者自立支援法､ 特定疾患治療研究事業など)

�������	
○Ｂ型およびＣ型ウイルスの除去を目的に行うインターフェロン治療で､ 保険適用となって
いる医療が対象です｡ インターフェロン製剤やペグインターフェロン製剤およびこれらと
併用が認められているリバビリン製剤が助成対象となります｡
○この治療を行うために必要な初診料､ 再診料､ 検査料､ 入院料等が対象となりますが､ 助
成対象の治療と無関係な治療は対象となりません｡

�
������������
○助成を申請する方は､ 最寄りの保健所で申請してください｡ 申請書および診断書の用紙は､
保健所で配布しています｡ ご希望の方には郵送しますので､ 県庁保健衛生課 (�017-734-
9284) までお問合せください｡
○審査の結果､ 助成対象として認定された方には ｢肝炎インターフェロン治療受給者証｣ を
交付します｡

�����������������
○助成の対象となる期間は１年間です (有効期間は受給者証に記載します)
○あらかじめ申請書に受診医療機関を記載して､ 治療を受ける医療機関を指定していただき
ます｡
○治療を受ける際､ 医療機関の窓口へ健康保険の被保険者証とともに治療受給者証も提示し
てください｡

������
世帯全員の市町村民税 (所得割) の課税年額に応じて自己負担上限額が定められています｡

������� !"##$%�	&�'�
○受給者証が届くまでの一定の期間は､ これまでどおり医療費
の支払いが必要ですが､ 受給資格の開始日にさかのぼって自
己負担限度額を超えた医療費を還付します｡
○還付する医療費は､ 還付申請書の提出後に口座へ振り込みし
ます｡ なお､ 申請には領収書等が必要となりますので､ 忘れ
ずに保管しておいてください｡

�()*－上十三保健所 (�0176-23-4261)
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県では､ 肝炎の早期発見・早期治療のために､ 平成22年３月31日までに限り､ 無料でＢ型お
よびＣ型肝炎ウイルス検査を実施します｡

�������
○過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない方が対象となります｡

��	
�
○Ｂ型肝炎ウイルス検査 ○Ｃ型肝炎ウイルス検査
(両方の項目またはいずれかの項目のみの検査を受けることが
できます)

��	���
○県が指定する医療機関で検査を受けることができます｡
○検査の実施日等は､ 医療機関にお問い合わせください｡
○検査申込は､ 検査当日に医療機関に備え付けてある申込書に記入し､ 提出してください｡
○検査の結果は､ 医療機関から検査結果通知書等によりお知らせします｡

����－県健康福祉部保健衛生課危機対策グループ (�017-734-9284)
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�����������
これまで実施してきた事業所・企業統計調査やサー
ビス業基本調査など､ 経済に関連した大規模統計調
査を統廃合して実施されます｡

��	�����
事業の内容や規模にかかわらず､ 日本全国すべて

の事業所および企業が調査の対象となります｡

���� �
�!�	"���
事業の内容や従業員数など､ 基本的な項目につい

て調査します｡

��	�#$�� %&'��
経済施策・雇用対策・中小企業政策や男女共同参

画政策などの基礎資料として活用されるほか､ さま
ざまな経済指標の制度向上につながることが期待さ
れています｡

����
▽役場 企画課 (�0176-56-3111または�0176-63-2111)
▽経済センサス基礎調査コールセンター (�0570-002171)
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児童手当を受けている方は､ 毎年６月中に ｢児童手当現況届｣ を提出しなければなりません｡
この届けは､ 毎年６月１日現在の児童の養育状況や前年の所得状況などを記載し､ 児童手当
を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するためのものです｡
この届けの提出がないと､ ６月分以降の手当が受けられなくなりますので､ ご注意ください｡

��������
６月30日(火)までに､ 役場福祉課窓口へ (本庁舎・分庁舎どちらでも可) 届け出てください｡
※対象者には､ 前もって案内文書を送付します (６月10日頃発送予定)

��	��
���������
１. 印かん (認め印で結構です｡ シャチハタなどのスタンプ印は不可です｡)
２. 福祉課から郵送された ｢現況届｣ の用紙
３. 受給者本人の健康保険証の写しまたは年金加入証明書
４. その他
・平成21年度 (20年分) 所得証明書 (平成21年１月２日以降に東北町に転入された方のみ
必要)
※平成21年１月１日現在､ 居住していた市町村の発行する児童手当用所得証明書が必要
・監護・生計同一申立書 (別居している児童がいる方のみ必要)
・世帯全員の住民票 (別居している児童が町外に住所を有している場合に必要)

��������

� �����・・・小学校修了前(12歳到達後､ 最初の年度末まで)の児童を養育されている方
※前年 (１月分から５月分までの手当については前々年) の所得が一定額
以上の場合には､ 所得制限により児童手当は支給されません
※これまでに所得制限のため支給対象となっていない方も､ 前年の所得に
よっては対象となる場合もありますので､ ご相談ください

� �������
児童手当の支給は､ 認定請求をした日の属する月の翌月分から､ 支給事由の消滅した日の属
する月分まで支給されます｡
なお原則として､ 毎年２月・６月・10月にそれぞれの前月分(４か月分)までが支給されます｡

� ���

� �� !!"�

�#$%－役場福祉課 �0176-56-3111または�0175-63-2111
本庁舎 (内線141) ・分庁舎 (内線530)
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� �

�������
児童手当所得制限限度額

(国民年金加入者・年金未加入者)
� !"#$%&&'�

�()*�+,-./012+,-�

�3 ４６０万円 ５３２万円
�3 4567� ５７０万円
２人 ��87� ６０８万円
３人 �947� ６４６万円
４人 8��7� ６８４万円
５人 8��7� ７２２万円



��

従来､ 公的年金にかかる所得を有する人は､ ｢普通徴収｣ として１期から４期の納期限に納
付書や口座振替により町県民税を納めていただいていましたが､ 平成21年10月からは､ 公的年
金から町県民税を引き落とす ｢特別徴収｣ 制度が開始されます｡

��������	
����������������������������

▽当該年度の４月１日現在65歳以上の年金受給者で､ 前年中の年金所得に係る町県民税の納
税義務者であること
▽国民年金法に基づく老齢基礎年金等年額18万円以上の年金の支払いを受けていること
▽介護保険料が年金から特別徴収されていること

��������	
����� !"#$

年金所得の金額から計算した町県民税が対象です｡
なお､ 給与所得や事業所得などの金額から計算した町県民税額は､ これまでどおり給与から
の引き落としまたは納付書で納めていただくことになります｡

���	
�������

老齢基礎年金または昭和60年以前の制度による老齢年金､ 退職共済年金等です｡
※障害年金及び遺族年金など非課税の年金からは､ 町県民税の特別徴収はしません

���	
��%

特別徴収初年度になる方と特別徴収２年目以降の方では､ 徴収方法が異なります｡
▽平成21年度及び新たに特別徴収となる場合

▽特別徴収２年目以降

※この制度は町県民税の納付方法を変更するものであり､ 新たな税負担が生じるものではあ
りません｡

�&'(－役場税務課 住民税係 (�0176-56-3111または�0175-63-2111 内線515・516)

����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������	
�����������������
� ��������	
������	
����������������� ! �

� � � � � � � �

�� 	� 
�� 
�� �

�������������
��������� 

����������!"���
#�������

����$%��& ����$'��&

(� �� 	� 
�� 
�� �

)�*����������
+,-,��

����������.%�������/0
��1/+20��#�������



��

��������	
�������
��������	
��������������

��������
▽聴覚障害 (平衡機能障害を除く)

▽肢体不自由

�	
�
▽身体障害者手帳の交付を受けるため審査を必要とする方
▽市町村または県障害者相談センターから身体障害者手帳の再認定が必要とされた方
▽身体障害者手帳の障害程度および等級に変化があり､ 変更を必要とする方
▽義肢・装具等の補装具 (電動車いす・人工喉頭は除く) の交付､ 修理を必要とする方
▽身体障害者で生活､ 医療､ 施設入所等の相談を希望する方

※注意 ①脳卒中等については発病後３か月未満の方は除く
②身体障害者手帳の診査については､ 病状等によって当日の判定が困難な場合には､
医療機関を利用してもらうこととする
③補装具の車いす (レディメイド)､ 歩行補助つえ､ 歩行器については､ 介護保険
の保険給付と重なるので､ 要介護状態にある65歳以上の方および要介護状態にあ
る40歳以上65歳未満の方で特定疾病が原因による方については､ 介護保険が優先
となる
④障害児の聴力の測定については､ 当日の検査器具では精密な検査が困難なため､
指定医師のいる医療機関を利用してもらうこととする
⑤電動車いす､ 座位保持装置及び特例補装具の処方を要するものは除く
⑥義肢､ 装具および車椅子については､ 複雑な処方を要するものは除く (骨格構造
義肢､ オーダーメイドまたはモジュラー方式による車椅子の新規処方等)

����
▽聴覚障害 (平衡機能を除く)
▽肢体不自由

������
▽身体障害者手帳 (所持者のみ)
▽印鑑 (認印で結構です)

����－県障害者相談センター､ 各市町村

����－役場福祉課 �0176-56-3111または�0175-63-2111
本庁舎 (内線141) ・分庁舎 (内線529)
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年金額が賃金や物価の変動
に合わせて変化 (スライド)
していることをご存知の方は
多いかと思いますが､ 現在の
年金額が ｢本来の水準の年金
額｣ よりも高い水準となって
いることをご存知の方は少な
いのではないでしょうか｡
現在の年金額は ｢物価スラ
イド特例措置｣ により､ 平成
12年度から14年度までの３年
間､ 物価は下がったものの年
金額を据え置いた経緯があり､
本来の水準より ｢特例的に高
い水準｣ となっています｡
平成21年度の年金額は､ 総
務省の発表した ｢平成20年度
平均の全国消費者物価指数の
対前年比変動率の確定値｣ に
より ｢本来の水準の年金額｣
より0.9％増額となりますが､
現在受給されている ｢特例的
に高い水準｣ の年金額を上回
る一部の年金受給者のみとな
り､ 大部分の年金受給者の方
は平成20年度と同額となりま
す｡
年金受給者の方には､ 平成
21年６月の定期支払いに向け
て ｢年金振込通知書｣ を送付
することとしていますが､ 年
金額が増額となる方は､ 別途
｢年金額改定通知書｣ が送付
されますので､ お手元に届き
ましたら内容を十分ご確認願
います｡

����������
����������

国民年金には､ 経済的な理
由等で保険料を納付すること
が困難な場合に､ 保険料の納
付が免除または猶予となる制
度が設けられています｡
保険料の免除や猶予を受け
ず保険料が未納の状態で､ 万
一､ 障害や死亡といった不慮
の事故が発生すると､ 障害基
礎年金や遺族基礎年金が受け
られない場合がありますので､
ご注意願います｡
��������

▽全額免除
ご本人､ 配偶者､ 世帯主の
所得審査が必要となりますが､
承認されると保険料は全額免
除されます｡
▽一部納付 (免除)
４分の１納付､ ２分の１納
付､ ４分の３納付の３種類が
あり､ 全額免除と同様に､ ご
本人､ 配偶者､ 世帯主の所得
審査が必要となりますが､ そ
れぞれ全額免除よりも所得基
準が緩やかになっています｡
�	
������

30歳未満の方 (若年者) が
対象となり､ ご本人と配偶者
の所得審査が必要となります｡
��������

学生の方が対象となり､ ご
本人のみの所得審査が必要と
なります｡
また生活保護法による生活
扶助や障害基礎年金､ 障害厚
生 (共済) 年金の１級・２級
を受けている方は ｢法定免除｣
に該当し､ 届出により保険料
が全額免除になります｡

����

青森社会保険事務所
�017-734-7495 (代表)
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ラージボール卓球とは､ 直
径44㎜の軟らかく大きいボー
ル (硬式卓球は40mm) と､ 硬
式より２cm高いネットを使用
して行う卓球で､ 打球のスピー
ドが遅く､ 初心者でも驚くほ
ど早く慣れることができます｡
美容と健康､ メタボ予防に
最適で､ 年齢や性別､ 経験の
有無を問いません｡
和気あいあいと楽しく活動
していますので､ まずは一度
見学にいらしてください｡
�����

毎週月・木・土曜日
午前９時～正午
���－町北総合運動公園
トレーニングセンター
サブアリーナ
��	


町ラージボール卓球協会
沼崎 (ヌマサキ)
�0175-63-2345

���������
�����
� !"�

仙台国税局では､ 平成21年
度国家公務員採用Ⅲ種 (税務)
試験 (高校卒業程度) を実施
します｡
����－昭和63年４月２
日～平成４年４月１日生ま
れの方
��������－６月23日
(火)～６月30日(火)
���������－最寄り
の税務署､ 仙台国税局人事
第二課または人事院東北事
務局
��	
－人事院東北事務局
�022-221-2022

#$%���
&
'()�*

県人事委員会および県警察
本部では､ 大学卒業 (見込)
者を対象に､ 警察官Ａの採用
試験を行います｡
�����－６月26日(金)
������

７月12日(日) [青森市]
�� �－昭和52年４月２日
以降に生まれた者で､ 学校
教育法による大学を卒業し
た者または平成21年９月30
日までに卒業する見込みの
者 (人事委員会が同等の資
格があると認める者を含む)
�� �!" －昭和52年４
月２日以降に生まれた者で､
学校教育法による大学を卒
業した者または平成22年３
月31日までに卒業する見込
みの者 (人事委員会が同等
の資格があると認める者を
含む)
�#$%&'� �()$!

*$+－上記の男性Ⅱの受
験資格を有する者のうち､
段位が３段以上で全日本柔
道 (剣道) 連盟もしくは全
日本学生柔道 (剣道) 連盟
が主催､ 共催する競技会お
よびそれに相当すると認め
られる競技会または全国規
模の高校大会に出場した経
歴を有する者
※男性Ⅱを希望する方は､ 警
視庁､ 埼玉県､ 千葉県､ 神
奈川県および静岡県の警察
官を同時に受験することが
できます
��	


▽七戸警察署 総務課
�0176-62-3101
▽最寄りの駐在所

+,-./0123
435 67+89:
;:435�<=>
先の大戦において､ 外地等
(事変地の区域または戦地の
区域) に派遣され､ 戦時衛生
勤務に従事された旧日本赤十
字社救護看護婦および旧陸海
軍従軍看護婦の方 (慰労給付
金受給者を除く) に対して､
その御労苦に報いるため内閣
総理大臣名の書状を贈呈して
います｡
ご本人またはご家族などか
らの連絡をお待ちしています｡
����,－平成23年３月31
日 (２年間延長されました)
��	
－総務省大臣官房
総務課管理室 業務担当
�03-5253-5182 (直通)

?�@AB�CDE
FGH�IJ��*

町では地域資源を生かした
体験・滞在型観光を確立する
ため､ 昨年度 ｢小川原湖１９
１里づくり協議会｣ を立ち上
げました｡
その活動の一環として､ ヘ
ルス・ツーリズム講演会を開
催しますので､ 皆さんのご参
加をお待ちしています｡
���－６月29日(月)

午後５時30分～
���－町民文化センター
�-.－ＪＴＢヘルス・ツー
リズム研究所 主席研究員
木谷 真由美氏
�/0－東北町発信ヘルス・
ツーリズム
�123－無料
��	
－小川原湖１９１里
づくり協議会事務局
�0175-63-4848
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｢ＰＡ連携｣ とは､ 消防ポ
ンプ自動車 (ＰＵＭＰ) と救
急車 (ＡＭＵＢＬＡＮＣＥ)
が救急現場へ同時に出場し､
連携して救急活動を実施する
ものです｡
次のような場合に､ 救急車
と消防車が出場する場合があ
ります｡
��������	
��

������
�����

��

��������� ���

!"#�$%�����

�&�'!()�*�+,-

.&�/0�1����2

345!6789:;�<

=�����

�>!?1�@ABCDE 

234!FG8HI;�<

=�����

なお､ １１９番は救急用の
通報電話です｡
ＰＡ連携では救急車と同様
に消防車もサイレンを鳴らし
ながら出場しますので ｢どこ
で火事？｣ 等の問い合わせを
１１９番へするのはご遠慮く
ださい｡
�J�K－中部上北広域事業
組合消防本部
�0176-62-3141

��������
�������

� �!"#$%&'
東北防衛局は ｢日本国とア
メリカ合衆国との間の相互協
力および安全保障条約第６条
に基づく施設および区域並び
に日本国における合衆国軍隊
の地位に関する協定 (昭和35
年条約７条)｣ に基づき､ 合
衆国軍隊またはその構成員等
の不法行為等により損害を受
けられた方 (被害者) または
その遺族に対する損害賠償等
の業務を行っています｡
��LMN4O!PQO�

RSTUPV!��W

▽日本国政府が賠償金を支払
います
▽賠償金を請求できる期間は､
損害の発生および加害者を
知ったときから３年以内で
す
��LMN4O!PQO�

RSTUPV�X)��W

▽原則として加害者との示談
解決になりますが､ 加害者
に賠償金を支払う能力がな
い場合や加害者の保険で解
決できない場合は､ 合衆国
政府が補償金 (慰謝料) を
支払います
▽補償金を請求できる期間は､
損害の発生したときから２
年以内です
�YZ�J�K

▽事件､ 事故の発生地が青森
県内の場合－三沢防衛事務
所業務課業務第二係
(�0176-53-3116)
▽事件・事故の発生地が青森
県以外の東北６県の場合－
東北防衛局企画部業務課事
故補償係
(�022-297-8211)

()*+,-./0�
12#$3�

自動車税の納期限は６月30
日(火)です｡
最寄りの金融機関やコンビ
ニエンスストアで忘れずに納
めましょう｡
なお納税通知書についてい
る納税証明書は車検の際に必
要となりますので､ 車検証と
一緒に大切に保管しましょう｡

��456786+�
1+9:;<=>?@

自動車税の納期限に合わせ
て､ 県内の各地域県民局県税
部では､ 平日の窓口開設時間
を延長し､ 自動車税の納付や
納税相談の受付を行いますの
で､ ご利用ください｡
�[\]^_\

６月24日(水)～26日(金)､
29日(月)､ 30日(火)
�`abc[\

午前８時30分～午後８時

�J�K－上北地域県民局
県税部 納税管理課
�0176-22-8111
URL http://www.pref.
aomori.lg.jp/life
/tax/top.html
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東北中学校では､ 町を担っ
ていく子どもたちの職業に対
する視野を広げ､ 充実した進
路選択ができる力を育むとと
もに､ 地域産業への関心を高
めることを目的として､ 夏休
みを利用して職業体験学習を
実施する予定です｡
そこで､ たくさんの生徒が
この学習に参加できるよう､
受け入れ先の職場を募集して
います｡
なお､ 自分では受け入れら
れなくれも､ 受け入れてくれ
るという職場をご存知であれ
ば､ 情報提供でも構いません
のでご連絡をお待ちしていま
す｡
�������

７月29日(水)～30日(木)の
２日間 [夏季休業中]
午前９時～午後４時
��	
�－３年生若干名
(受け入れできる範囲で)
����

▽基本的に２日間同じ職場で
の体験を希望します
▽昼食は生徒が持参します
����

▽商工業､ 農漁業､ 公共団体
等､ 職種は問いません
▽町外の職場でも構いません
�����－６月30日(火)
��������

東北中学校 千曳 (チビキ)
�0175-63-2620

������� 

�!"#��

航空自衛隊三沢基地では､
航空自衛隊機への体験搭乗者
を募集します｡
���－８月２日(日)
���－航空自衛隊三沢基地
���－三沢基地周辺市町村
在住で､ 小学生以上の健康
な方
���－航空自衛隊輸送機
｢ＹＳ－１１｣ の体験搭乗
(20分程度)
� !�－往復はがきに以
下を明記の上､ お申し込み
ください
▽住所 ▽年齢
▽搭乗希望者全員の氏名､ ふ
りがな (搭乗希望者のみ)
▽職業 ▽電話番号
▽送付先－〒033-8604
三沢市後久保125-7
三沢基地広報班体験搭乗係
������－６月26日(金)
�"#$%

▽天候などの理由により中止
となる場合があります
▽18歳未満の方が搭乗する際､
保護者の同乗が必要です
▽はがき１通につき１家族ま
での申し込みが可能です
����－三沢基地広報班
�0176-53-4121 内線3313

$%&'()*+�
,-#��

町中央公民館では､ 初夏の
歩くつどいを開催します｡
６kmを完歩する自信のある
方の参加をお待ちしています｡
���－６月28日(日)
���－平内町夏泊半島方面
(予定)
�����－６月16日(火)
午前10時から電話による受
付を開始 (定員40人になり
次第締め切り)
※行程や用意する物等は参加
者へ後日お知らせします
��������

▽町中央公民館
�0175-63-2741
▽上北地区公民館
�0176-56-2261

&./�01�234
56�27���

上北地域県民局では､ 東北
新幹線全線開業を踏まえ､ 上
北地域の道路や沿道の地域資
源を活用した魅力的な地域づ
くりを推進する ｢ＶＩＥＷ
(ビュー) 上北推進事業｣ を
立ち上げ､ 景観､ 建造物､ 自
然､ 祭り､ 文化､ 食などの豊
富な地域資源を発掘し､ 地域
のイメージアップを図ってい
ます｡
そこでＮＰＯ法人アルキメ
デスでは､ 七戸 (仮称) 駅を
起点とした上北地域の観光振
興を図るとともに､ 東北町の
豊富な地域資源を発掘し ｢日
本風景街道｣ ルートに登録申
請することを目指し､ 一緒に
活動する方を募集しています｡
��������

ＮＰＯ法人アルキメデス
�0176-53-9500

���
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厳しい雇用失業情勢を踏ま
え､ 雇用保険制度が改正され
ました｡
������

▽雇止めとなった非正規労働
者に対する基本手当の受給
資格要件の緩和と所定給付
日数の拡充
▽再就職が困難な方に対する
給付日数の延長
▽再就職手当の給付率引き上
げおよび支給要件の緩和
▽常用就職支度手当の給付率
引き上げおよび支給対象者
拡大
▽育児休業給付の統合と給付
率引き上げ措置の延長
▽雇用保険料の引き下げ (平
成21年度分に限る)
���	

野辺地公共職業安定所
�0175-64-8609

���������
����������

中小・小規模企業に向けて
の新たな経済対策が決定とな
りました｡
�
�������

▽緊急保証の枠を30兆円にま
で拡大
▽セーフティネット貸付の枠
を15.4兆円にまで拡大 (う
ち商工中金の危機対応業務
は3.3兆円にまで拡大)
▽小規模事業者経営改善資金
融資の返済期間や融資限度
額について拡充
������������

���

▽ものづくり中小企業の有す
る基盤技術の高度化に対す
る支援を強化
▽国内主要都市の百貨店､ ア
ウトレットなどに地域産品
販路拡大のための販売スペー
スを設置
����� !"�#�

▽空き店舗を利用した託児所
の設置など､ 社会課題に対
応する取り組みを支援
▽地域の特色を生かした食材
や日用品､ 観光資源を活用
したイベントなど､ 消費を
刺激する取り組みを支援
�$%&'( !)*+,

+-./0���

▽雇用調整助成金の支給の迅
速化､ 簡素化を推進
�123456(789:;

��

▽交際費等の損金不算入制度
について､ 資本金１億円以
下の法人の定額控除限度額
を600万円に引き上げ､ 交
際費課税を軽減
���	－東北経済産業局
中小企業課
�022-221-4922

����� !"
#$�%���&'

町では､ 県信用保証協会と
中小企業者の事業資金にかか
る借り入れを円滑にするため､
特別保証制度を実施していま
す｡
�<=>?;@

▽簡易小口資金
・貸付金額－1,250万円
・保証期間－７年以内 (据置
期間：運転６か月以内､ 設
備１年以内)
・貸付利率－年率3.6％以内
(固定金利)
▽事業活性化資金
・貸付金額－2,000万円
・保証期間－10年以内 (据置
期間：運転６か月以内､ 設
備１年以内)
・貸付利率－年率3.6％以内
(固定金利)
�>?AB

▽無担保保険 (一般関係)､
普通保険 (一般関係) を利
用の場合は､ 財務その他経
営に関する情報を基に､ リ
スク計測モデルにより算出
される評点に応じた区分の
料率 (0.45％～1.85％) を
適用します
▽特別小口保険を利用の場合､
経営安定関連特例保険を１
～６号指定で利用の場合は
一律年率0.85％､ 経営安定
関連特例保険を７､ ８号指
定で利用の場合は一律年率
0.77％､ 創業等関連特例お
よび創業関連特例保険を利
用の場合は一律年率0.80％
が適用となります
���	

▽県信用保証協会十和田支所
�0176-23-4331
▽役場 商工観光課
�0176-56-3111 内線182

����������

CD E－10時～12時
CDFG－役場本庁舎

２階休養室
CHI－人権､ 行政相談
��������	
��

お問い合わせください
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